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ことわつときま 
すけどたくじや 
そんなもの^^ 
つかって I 0 

ません ^ ^ 

V . W 

ォナヘって一 
お手伝いなら一 
以前うち 
I にいてた/^?\ 


だなんていやらしい 


ところで /ATA 
なんでこざいます 
わねえ電子レンジで. 
ございますけど 
あれはべんりでござ 
いますことねえ 
奧さま' . v \ 


ぁら 一 
ぉ買ぃ Z 
.になり 
はったん 
ぅちとこ 
は壳出す 
まえに 
買いま 
してん フ 


電子レンジの 
やきいもたべて 
ゲップつかぇて 
ガスレンジだなんて 
ほ一んとけつさく 
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_ _ _ ^ ^ / ' < _ \ / 

あれもこれも J 

すべてはムカシ . \ 

しょせん時の流れは ノ 
冷たく人生またきびし 
てなこといつたつてどぅ 
しよぅもないのである 
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戦火 くすぶるかの 地 


ホ丨チミン ： e 


，をへて 


首都ビエンチャンより 
まさに決死的直輸入 
ラオのことなら 
モクヤマモクべェ ' 



ラオだけは 
充分に 
吟味して 
ございます 
せるの 
生命は 
このラオか 
国鉄かてえ 
くらいの 
もの V 



そもそも 
ラオの名産 
地はィンド 
一支那半島 一 

はラオス I 
の 竹が 1 
絶品とされ 一/ 
わたしが 
あつかぅのは 
もっぱら 
このての竹 
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みえる 
あれが 
名だたる 
吉原たんぼ 


そんで 

ぁ！し>\ 
こ一して 
あ一なつて, 
こ I なつて 
フヒヤフヒヤ、 



そもそも ycc .\ 
きせるの 
はじまりは 
ポルトガル人の tY 

渡来にょって ノ 〆 
ゎがくににひろ^ 
まりあれやこれや/ 

の幾年月 . ^ 

上は太闇秀吉から 
下は八っつぁん 
熊さんにいたるまで 
はやりにはやつた一 
てえますが 
なかでもぐつといか 
した朱塗り細身の 
だてぎせる//. 


いきつ 

わたしや 
高尾に 
ひとめ 
ぼれ ^ 
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